
微積分や統計学を，講師を招いて学習しています。

活動報告 ∼第 49回・4月 11日 ∼

講義内容

• 統計学
– 検定のまとめ

• 微分積分
– 区分求積法

区分求積法で
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x2dxを求めよ

曲線 y = x2，x軸，直線 x = aで囲まれる図形の面積を求

めることになる。

∆x =
a − 0

n
=

a

n

xk =
a

n
k (k = 0, 1, 2, · · · , n)

f(xk) =
(a

n
k
)2

Sn =
n−1∑
k=0

f(xk)∆x



とすると

Sn =
n−1∑
k=0

(a

n
k
)2 a

n

=
a3

n3

n−1∑
k=0

k2

数列の公式を用いて
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を得る。よって
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